























































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 38 号（2015 年 11 月 30 日）
理解につながる観察・実験方法を提示したい。
（実験１）　ツクシの胞子の観察
  これは年度当初の生物授業で，顕微鏡の扱い
も含めた実習の導入としてよく実施されている
のではないだろうか。胞子の弾糸が動くので，
生徒の受けも良い。ここでは吹きかけた息の要
素のうち何が効いているのか，そしてそれを確
かめる実験はどのようにしたらよいのかを問
う。そして，そのような動きが自然界において，
どのような意味があるのかも問う。これなどは
実験台のグループで，仮説を立てながら検討さ
せることもできる。
（別紙実験プリント参照）
（実験２）　酵素の性質を明らかにする実験
　ここでは酵素の典型的な実験「カタラーゼの
はたらき」を取り上げたい。生物の実験は，実
験とは名ばかりの概ね「観察」であることが多
い。また，実験書に書かれたとおりの手順で実
験をすすめて，その結果をみるものになってい
る。ここでは逆に酵素の性質を講義で説明した
あと，レバーや薬品，機材を与えて，「酵素の
性質を明らかにする実験を組み立てよ。」とい
う実験計画をつくるところから始めて，酵素の
性質を改めて明らかにする。これには「対照実
験」などを始めに学習しておく必要がある。　
（別紙実験プリント参照）
４．課題による学習
　長期休業や通常の場合でも，いわゆる宿題を
出すことがある。これは「練習問題」といった
ものではなく，「遺伝子診断をどう思うか」「デ
ザイナーベービーについて」「環境問題と私の
生活」など，生物にからむ社会的問題を考えさ
せる記述形式の課題である。これは生徒からの
評判は悪いが，「考える→まとめる→書く」と
いった要素が入るので，とても有効である。問
題となる事案はもちろん授業で扱うが，その課
題レポート用紙自体にかなりしっかりと問題内
容を書き込み，それを読んだ上で考えてもらう
ようにしている。命や環境など，自らに関わっ
てくる課題なので，生徒たちもけっこう真剣に
書いてくる。課題を提出させた後には，生徒た
ちの意見をダイジェストにまとめたプリントを
作成し，生徒にフィードバックしている。また
全体を通しての私の考えも，この段階で入れ込
むようにしている。私の考えを事前に示すと，
さまざまな生徒の考えが予定調和的なものに流
されてしまいがちになることを避けるためであ
る。これは他の人はどのように考えているのか
を知ることにもなり重要である。
５．おわりに
　科学の進歩は私たちにさまざまな恩恵をもた
らし，豊かな生活が築かれている。しかしその
反面，地球規模の環境問題を出現させ，生殖，
医療に関しては，さまざまな倫理的な難しい問
題も提示されることになってきている。それら
の問題は，どこか遠くの話しではなく，私たち
ひとり一人に関わってくる問題である。私たち
自身の生き方やその時々の選択そのものが問わ
れる場面も出て来る。そのような社会的状況の
中で，「生物学」，「生命科学」を学ぶというこ
とは，科学的なものの見方とともに，この社会
をよりよく「生きる」ための力を支える素養と
いう一面を，今まで以上に強く持ち始めている
のではないだろうか。そう考えると，従来の「暗
記科目」としての「生物」ではなく，考えるべ
き材料をしっかりと与え，それを生徒個々人が
自分の問題として，考えることができるように
することが重要である。
　今回示した題材は，高校現場での実践である
が，小学校，中学校，高校，そして大学でも展
開が可能である。同じような事でも，それぞれ
の発達段階に応じて改めて考え，吟味すること
─ 97 ─
「考える」授業に向けて
ができる。そうしてこそ学校での学習を，真に
自分のもの，生きる力とすることができるだろ
う。
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